
第9回

原子力産業協会という1956年から続く法人があります。原発に関連する企業や自治体が
会員です。ここの理事長が福島原発事故後どんなメッセージを発信してきたのか？を追い
ながらこの8年間を振り返っております。
9回目、2017年末から2018年
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東京電力 柏崎刈羽原発6, 7号機審査書了承12月27日
（参考資料②）

柏崎刈羽原子力発電所 6,7 号機の
審査書の了承について

国内の稼働可能なプラントのうち約半数がBWRである。
エネルギー資源に乏しい我が国において、
3Eのバランスに優れる原子力発電の果たす役割は大変大きく、
現在再稼働が進んでいるPWRプラントだけでなく、
BWRプラントの再稼働が必要である。

（参考資料①）高橋明男　原産協会理事長
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原子力・エネルギー図面集より（参考資料③）

関西電力 大飯原発3号機再稼働3月14日
（参考資料④）

九州電力 玄海原発3号機再稼働3月23日
（参考資料⑤）

2013年9月の申請以来4年以上にわたった審査においては、
東京電力も規制当局も大変な苦労があったと推察され、
あらためて敬意を表したい。
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最後に一言
東電の柏崎刈羽の審査書了承では「東京電力も規制当局も大変な苦労があったと推察され、あらため
て敬意を表したい」って言ってるんですけど、こんなことに苦労してる場合じゃないでしょうに。
今、東電がやるべきことは福島第一原発の後始末、その一点のはずです。
そして3月23日のコメントは「実績を重ねることで国民の理解が深まる一助となる」。。。
言い換えれば、『一方的な説明で押し切っておけば、国民の側がいずれ諦める』
今の政権もよく
『丁寧に説明してご理解いただく』
って言ってますけど、
この人たちの言う『理解』って
『諦める』ってことです、きっと。
だとすると、こっちは諦めずに
まずは次の参院選で我々の意志を
示しましょう。
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参考資料
①原産協会HP　提言の発信　
　https://www.jaif.or.jp/category/message
②東京電力HDHP「柏崎刈羽原子力発電所6,7号機の新規制基準への適合性に係る原子炉設置変更許可について」
　http://www.tepco.co.jp/press/release/2017/1470920_8706.html
③日本原子力文化財団HP「原子力・エネルギー図面集」
　https://www.ene100.jp/zumen
④関西電力HP「（お知らせ）大飯発電所３号機の原子炉起動について」
　https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2018/0314_2j.html
⑤九州電力HP「玄海原子力発電所３号機の原子炉起動、発電再開予定をお知らせします」
　http://www.kyuden.co.jp/press_180322-1.html
⑥JヴィレッジHP「新生Jヴィレッジ再始動 － イベントの開催」
　https://www.j-village.jp/detail.php?dp=20180713194009
⑦中国電力HP「島根原子力発電所3号機　新規制基準への適合性審査に係る原子炉設置変更許可申請について」
　http://www.energia.co.jp/atom_info/press/2018/11333.html
⑧中国電力HP　島根原発3号機建設状況
　http://www.energia.co.jp/atom/atom13-07.html

大飯発電所3号機、玄海原子力発電所3号機の
再稼働について

これで新規制基準の下で再稼働したプラントは計 7 基となる。
高橋明男　原産協会理事長 （参考資料①）

3月23日

（参考資料⑧）

島根原子力発電所3号機の
新規制基準への適合性審査申請にあたって

すでに原子炉設置変更許可を取得した
東京電力ホールディングス
柏崎刈羽原子力発電所6,7号機と同じABWRであること
から、審査が速やかに進むことを期待したい。

（参考資料①）高橋明男　原産協会理事長

2006年10月から
本工事（本館建物の基礎掘削開始から営業運転開始まで）実施
2011年4月末時点での工事進捗率93.6%

今回再稼働したプラントの運転を安全かつ着実に進めて、
安定供給やCO2排出量削減に貢献していただきたい。
そうした実績を積み重ねていくことで、
原子力発電の価値に対する国民の理解が深まる一助となると思う。
現在審査中である他プラントについても、
今後の審査が円滑に進み、早期に再稼働することを期待する。

中国電力 島根原発3号機原子炉設置変更許可申請8月10日
（参考資料⑦）

Jヴィレッジ一部営業再開7月28日
（参考資料⑥）

Jヴィレッジの一部再開にあたって

今後、Jヴィレッジが福島の復興のシンボルとして、
スポーツ文化の拠点として活用され、発展していくことを切に願う
とともに、当協会においても放射線に関する理解活動等を通じ、
福島の風評払拭に努め、Jヴィレッジが国内外の多くの方々に
利用していただけるよう応援してまいりたい。

（参考資料①）高橋明男　原産協会理事長
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